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総
務
委
員
会
主
管
（
東
英
司
委
員
長
）
に
よ
り
９

月
１
日
、
中
野
市
議
会
と
の
懇
談
会
を
当
所
に
お
い

て
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
毎
年
こ
の
時
期
に
実
施
し
て
お
り
、

当
所
の
事
業
方
針
な
ど
を
市
議
会
に
ご
理
解
を
い
た

だ
き
、
市
内
商
工
業
の
振
興
策
と
し
て
反
映
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

市
議
会
か
ら
正
副
議
長
、
常
設
委
員
会
委
員
長
並

び
に
経
済
建
設
委
員
、
市
か
ら
経
済
部
長
と
営
業
推

進
課
長
の　

名
が
出
席
。
当
所
か
ら
は
正
副
会
頭
、
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○
『
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
』
と
『
空
き
店
舗
活
用
事
業
』

へ
の
支
援
強
化
に
つ
い
て

①
対
象
地
域
の
範
囲
拡
大
（
長

電
線
路
の
外
側
も
）、②
空
地
に

新
築
店
舗
等
へ
の
補
助
制
度
、

③
空
き
店
舗
活
用
事
業
補
助
金

額
の
増
額

○
中
心
市
街
地
の
活
性
化
の
た
め
、

商
店
会
連
合
会
で
は
「
ま
ち
ゼ

ミ
」、「
ワ
ン
コ
イ
ン
セ
ー
ル
」、

「
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
」
等
を
実
施

し
、
賑
わ
い
創
出
に
努
め
て
い

る
が
、
行
政
も
広
報
で
積
極
的

に
取
り
上
げ
て
頂
き
た
い
こ
と

と
、
情
報
の
共
有
化
に
つ
い
て
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○
北
陸
新
幹
線
が
開
業
し
広
域
的

な
誘
客
対
策
が
必
要
で
あ
る
が
、

「
信
越
自
然
郷
」
を
含
め
、
近

隣
市
町
村
（
山
ノ
内
町
・
飯
山

市
・
小
布
施
町
）
と
の
連
携
状

況
に
つ
い
て

○
「
バ
ラ
ま
つ
り
」・「
ひ
な
市
」

な
ど
、
中
野
市
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
で
の
駐
車
場
の
確
保
難
に
つ

い
て

○
中
野
陣
屋
県
庁
記
念
館
、
陣
屋

前
広
場
・
Ｌ
ａ
Ｌ
ａ
公
園
等
を

中
心
地
の
核
と
な
る
施
設
と
し

た
再
整
備
に
つ
い
て

○
中
野
市
の
観
光
資
源
「
中
山
晋

平
」、「
高
野
辰
之
」、「
高
梨
城

跡
」、「
無
相
大
師
」、「
土
人
形
」、

「
柳
澤
遺
跡
」、「
山
田
家
」、「
き

の
こ
」、「
豊
富
な
果
実
類
」
な

ど
、
さ
ら
な
る
活
用
に
つ
い
て

○
中
野
商
業
祭
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
ま
た
、
中
野
市
・
Ｊ
Ａ
中

野
市
・
会
議
所
等
で
「
中
野
市

大
収
穫
祭
（
仮
題
）」
の
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
、
市
外
・
県
内

外
か
ら
の
誘
客
を
図
る
こ
と
に

つ
い
て
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○
『
中
野
市
新
技
術
・
新
製
品
開

発
事
業
補
助
金
制
度
』
の
利
用

状
況
と
支
援
強
化
（
補
助
上
限

額
の
引
上
げ
）
に
つ
い
て

○
事
業
所
従
業
員
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

の
た
め
の
『
人
材
能
力
開
発
事

業
補
助
金
制
度
』
の
利
用
状
況

と
支
援
強
化
に
つ
い
て

○
企
業
誘
致
の
現
況
（
人
口
増
加
、

Ｕ
タ
ー
ン
に
よ
る
若
者
の
就
業

の
場
の
確
保
）
に
つ
い
て
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○
中
心
市
街
地
の
居
住
人
口
対
策

に
つ
い
て

○
小
布
施
町
か
ら
自
転
車
を
利
用

し
た
誘
客
を
計
画
さ
れ
た
が
、

そ
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

○
飯
山
駅
前
に
あ
る
「
ツ
ル
ヤ
」

の
話
で
は
、
地
元
の
お
み
や
げ

品
が
売
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

　
　

中
野
市
の
特
産
物
・
お
土
産

品
を
飯
山
駅
や
コ
ン
ビ
ニ
、
ス

ー
パ
ー
な
ど
へ
の
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
に
つ
い
て
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専
務
理
事
、
監
事
、
常
設
委
員
会
正
副
委
員
長
並
び

に
総
務
委
員
、
事
務
局
の　

名
が
出
席
し
、
懇
談
会

２６

を
行
い
ま
し
た
。

　

山
田
会
頭
、
芋
川
議
長
よ
り
あ
い
さ
つ
の
後
、
双

方
の
出
席
者
の
紹
介
が
な
さ
れ
、東
総
務
委
員
長
を
座

長
に
懇
談
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
池
田
専
務
理
事
か
ら
当
所
の
平
成　

年
度

２７

事
業
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
。
そ
の
後
、
商
工

業
の
施
策
等
に
係
る
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
、
各
委

員
長
か
ら
現
状
確
認
と
当
所
か
ら
の
要
望
な
ど
、
２

時
間
を
超
え
る
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
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▲山田会頭▲山田会頭
あいさつ　あいさつ

　

当
所
で
は
、
中
野
市
商
工
業

の
振
興
の
た
め
、
中
野
市
を
は

じ
め
行
政
機
関
へ
意
見
活
動
や

中
小
企
業
支
援
の
た
め
の
各
種

事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
会

員
の
皆
様
の
ご
意
見
・
ご
要
望
・

ご
提
案
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

役
員
・
議
員
、
職
員
に
お
気
軽

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
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東
北
信
地
区
商
工
会

議
所
の
親
睦
事
業
と
し

て
行
わ
れ
て
い
る　

回
１５

目
と
な
る
役
員
議
員
親

睦
ゴ
ル
フ
大
会
が
９
月

３
日
、
須
坂
商
工
会
議

所
の
主
管
に
よ
り
菅
平

グ
リ
ー
ン
ゴ
ル
フ
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
の
中
、

総
勢　

名
で
行
わ
れ
、

６８

当
所
か
ら
２
チ
ー
ム　
１２

名
の
役
員
議
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

早
朝
８
時　

分
か
ら

３０

開
会
式
が
あ
り
、
開
催

地
の
須
坂
商
工
会
議
所
の
神
林
会

頭
よ
り
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
昨
年

優
勝
の
小
諸
商
工
会
議
所
か
ら
優

勝
カ
ッ
プ
が
返
還
。
競
技
ル
ー

ル
説
明
の
後
、
順
次
コ
ー
ス
へ

ス
タ
ー
ト
し
て
行
き
ま
し
た
。

　

プ
レ
ー
終
了
後
、
同
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
で
団
体
戦
及
び
個
人
の

成
績
発
表
と
懇
親
会
が
行
わ
れ
、

親
睦
を
深
め
て
参
り
し
た
。
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左
か
ら
太
田
副
会
頭
（
須
坂
）、

左
か
ら
太
田
副
会
頭
（
須
坂
）、

北
村
県
連
会
長
、山
田
会
頭（
信
州

北
村
県
連
会
長
、山
田
会
頭 （
信
州

中
野
）、土
屋
特
別
顧
問（
ア
ク
サ
）

中
野
）、 土
屋
特
別
顧
問 （
ア
ク
サ
）

　

中
野
市
商
店
会
連
合
会
で
は
、

今
回
で
４
回
目
に
な
る
「
ま
ち
の

得
す
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」略
し
て�
ま

ち
ゼ
ミ�
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

�
ま
ち
ゼ
ミ�
は
お
店
の
人
が
講

師
と
な
っ
て
、
専
門
店
な
ら
で
は

の
知
識
や
情
報
、
プ
ロ
の
コ
ツ
を

無
料
で
教
え
る
少
人
数
制
の
ミ
ニ

講
座
で
す
。
お
店
の
人
が
日
常
生

活
の
困
っ
た
こ
と
を
解
決
し
た
り
、

あ
っ
た
ら
い
い
な
を
実
現
す
る
、

お
店
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
の
事
業
で

す
。

　

今
回
の�
ま
ち
ゼ
ミ�
は
、
８

月　

日
〜
９
月　

日
が
開
催
期
間

１７

２０

で
、　

店
・　

講
座
が
予
定
さ
れ

４２

４２

て
い
ま
す
。
す
で
に
開
催
さ
れ
た

中
か
ら
２
講
座
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 �

�
�
�
�
�
�

　

（
㈲
芋
川
糀
店
・
牛
出
）

　

８
月　

日
、
芋
川
嘉
寛
社
長
が

２２

講
師
と
な
り
味
噌
作
り
体
験
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
９
組　

名
が
参

１５

加
し
、
茹
で
た
大
豆
な
ど
味
噌
の

原
料
を
自
分
の
手
で
混
ぜ
あ
わ
せ
、

味
噌
の
で
き
る
ま
で
の
工
程
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

同
社
は�
ま
ち
ゼ
ミ�
に
今
回

初
め
て
参
加
で
し
た
が
、「
講
座
を

き
っ
か
け
に
し
て
、
今
ま
で
知
ら

な
か
っ
た
お
客
さ
ま
に
来
て
頂
く

こ
と
が
で
き
た
。」と
感
想
を
頂
き

ま
し
た
。
作
っ
た
味
噌
は
２
月
に

出
来
上
が
る
そ
う
で
す
。

（
㈲
バ
ロ
ン
ミ
ヨ
シ
・
中
央
通
り
）

　

９
月
６
日
、
武
田
雅
治
社
長
が

講
師
と
な
り
ケ
ー
キ
の
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
同
講
座
に
は
６
組　

名
が
参

１５

加
し
ま
し
た
。
親
子
参
加
が
多
く
、

ク
ッ
キ
ー
に
好
き
な
絵
を
描
い
て

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ー
キ
作
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
家
で
も

や
っ
て
み
た
い
」
な
ど
の
感
想
を

頂
き
ま
し
た
。
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中野市内約２７０店で使える商工会議所発行
共通商品券が便利です。

　

当
所
青
年
部
で
は
、
結
婚
適
齢

期
を
迎
え
た
独
身
男
女
に
素
敵
な

出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
『
出
会

い
処
と
き
め
き
亭　
 
Ｔ
Ｈ
Ｅ 
Ｆ

in

Ｉ
Ｖ
Ｅ 
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｏ

Ｎ
Ｓ
』を
８
月　

日（
土
）

２９

夕
方
、
市
内
の
『
Ｔ
Ｈ

Ｅ 
Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｅ 
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
中
野
』
に
お

い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
が　

回
目
と
な

１１

る
「
出
会
い
処
と
き
め

き
亭
」
に
は
、
男
性　
２５

歳
〜　

歳
の
独
身
（
中

４５

野
市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
）
の　

名
、
女
性　

３６

２３

歳
〜　

歳
の
独
身
の　

４５

３７

名
の
計　

名
の
方
に
ご

７３

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
平
均
年
齢
は

　

・
７
歳
と
、
真
剣
に

３４考
え
て
い
る
方
で
す
。

　

今
回
は
、
ラ
ジ
オ
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど

で
お
馴
染
み
の
竹
井
純

子
さ
ん
の
総
合
司
会
に

よ
り
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

内
容
は
、
ま
ず
『
Ｔ
Ｈ

Ｅ 
Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｅ 
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
中
野
』
の
挙

式
・
披
露
宴
会
場
、
チ

ャ
ペ
ル
体
験
、
リ
ム
ジ
ン
の
試
乗
、

バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス
な
ど
館
内
を

見
学
・
体
験
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
会
場
を
移
し
、
参
加
者

一
人
ひ
と
り
を
撮
影
し
た
Ｐ
Ｒ
ビ

デ
オ
を
見
て
い
た
だ
き
、
印
象
確

認
カ
ー
ド
を
基
に
自
分
が
気
に
な

る
方
、
ま
た
は
異
性
か
ら
好
感
を

持
た
れ
た
方
と
積
極
的
に
会
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

軽
食
や
お
酒
も
楽
し
み
な
が
ら
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
最

後
に
意
中
の
相
手
の
番
号
を
書
い

た
カ
ー
ド
を
投
票
し
て
、
お
互
い

に
同
じ
相
手
を
選
ん
だ
場
合
に
カ

ッ
プ
ル
が
成
立
す
る
と
い
う
も
の

で
し
た
。
最
初
は
、
緊
張
し
て
い

た
参
加
者
も
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、

徐
々
に
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
和
や
か
な

ム
ー
ド
で
進
み
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
８
組
の
カ
ッ
プ
ル
が

誕
生
し
ま
し
た
。
８
組
の
カ
ッ
プ

ル
に
は
、
Ｔ
Ｈ
Ｅ 
Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｅ 
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
中
野
よ
り
デ
ィ
ナ

ー
券
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

カ
ッ
プ
ル
に
な
れ
な
か
っ
た
方

の
中
に
も
、
電
話
番
号
や
メ
ー
ル

交
換
を
す
る
な
ど
、
素
敵
な
出
会

い
を
見
つ
け
ら
れ
た
方
も
い
た
よ

う
で
す
。

　

終
り
に
、
８
組
の
カ
ッ
プ
ル
を

は
じ
め
、
参
加
者
皆
様
の
ご
多
幸

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

▲運営に携わった青年部メンバーと総合司会・竹井純子さん▲運営に携わった青年部メンバーと総合司会 ・ 竹井純子さん
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恒
例
の
８
月
議
員
例
会
を
８
月

　

日
に
開
催
し
ま
し
た
。
役
員
・

２８議
員　

名
が
出
席
し
、
午
後
５
時

４７

　

分
か
ら
当
番
幹
事
の
進
行
に
よ

３０り
当
所
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
幹
事
で
、
丸
山
副
幹
事

長
の
進
行
に
よ
り
阿
部
幹
事
長
、

山
田
会
頭
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
常

設
６
委
員
会
の
各
委
員
長
よ
り
活

動
報
告
を
行
い
、
続
い
て
事
務
局

報
告
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
議
員
例
会
に
は
青

年
部
及
び
女
性
会
の
正
副
会
長
等

に
も
出
席
い
た
だ
き
、
近
況
報
告

な
ど
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
員
例
会
終
了
後
は
、
青
年
部

・
女
性
会
の
正
副
会
長
を
交
え
、

恒
例
の
生
ビ
ー
ル
に
よ
る
暑
気
払

い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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 （５）平成２７年９月１０日 第３６３号会　議　所　ニ　ュ　ー　ス
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取扱損保会社
 （50音順）　 ㈱損害保険ジャパン・東京海上日動火災保険㈱



第３６３号 平成２７年９月１０日（６）会　議　所　ニ　ュ　ー　ス
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　当市製造業の前年同期比業況判断ＤＩは、平成24年10－12月期に底を打ち、平成25年10－12月期調査からプラ
スに転じ、前期調査まで６期連続プラス値で推移していた。今期調査では0.0ポイントで、今期の水準の業況判断
ＤＩも0.0ポイントとなり、業況の転換期であることが見てとれるところである。
　見通し業況判断ＤＩについても、平成25年７－９月期以来のマイナスに転じていることからも、業況の停滞感
が窺える。
　当市製造業においては完成品の生産が殆ど無いことから、国内メーカーの生産計画により、大きく業況が左右
される。メーカーにおいては、為替差益の影響で利益計上できている企業が多い。しかしながら、国内消費する
製品・部品のみを国内生産するというメーカーのスタンスに変化はなく、国内需要の拡大が業況改善には不可欠
である。また、原油安ではあるが一度値上がりした原材料価格は依然として高止まりしている中で、いかに製品
単価の引下げを回避することができるか。加えて、耐用年数を超えた設備機械を更新し、顧客の品質、短納期の
要望に応えていくかが課題であると思われる。
　業況判断では、対前年同期比で調査企業20社中、「好転」が6社（30.0％）、「不変」が11社(55.0％ )、「悪化」が
３社(15.0％)と回答している。また、今期の水準における業況判断は、「良い」が7社(35.0％)、「ふつう」が９社(45.0％）、
「悪い」と回答した企業が４社(20.0％)である。

�������
　売上額の前年同期比ＤＩでは、｢増加｣が８社（40.0％）、「不変」が５社（25.0％）、「減少」が７社（35.0％）と
回答している。受注数量の前年同期比ＤＩでは、｢増加｣が10社（50.0％）、「不変」が３社(15.0％)、｢減少｣が７社
(35.0％)と回答している。
　売上額、受注数量のＤＩ値がプラス値ではあるが、前期調査と比べて減少しており、先行きについては不安定感が
ある。しかしながら、売り型もあるが金型受注が好調であることから、今後成型品の受注増加について期待がもてる。

�������
　経常利益の水準ＤＩは、｢黒字｣が8社(40.0％)、「収支トントン」が６社(30.0％)、「赤字」が６社(30.0％)と回答
している。
　利益確保ができている企業は、顧客ニーズに即した製品の受注並びに新規取引先の確保で、受注数量の増加で
利益計上ができている。しかしながら、既存製品のリピート品のみの受注しか確保できていない企業は、原材料
価格の高止まり及び低単価であることから利益の確保は一層の困難となっている。
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0.0ポイント７社(35.0％)６社(30.0％)７社(35.0％)H27.４月－６月
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0.0ポイント６社(30.0％)８社(40.0％)６社(30.0％)H27.４月－６月
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5.0ポイント７社(35.0％)５社(25.0％)８社(40.0％)H27.４月－６月
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�� 取扱損保会社
（50音順）

あいおいニッセイ同和損害保険㈱・㈱損害保険ジャパン
東京海上日動火災保険㈱・三井住友海上火災保険㈱



 （７）平成２７年９月１０日 第３６３号会　議　所　ニ　ュ　ー　ス
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労働保険のことなら、当所労働保険事務組合を
ご利用ください。
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　消費者の購買行動が、高額商品か低額商品かの二極化が顕著な上に、厳しい吟味・選別の上に決定することか
らの「製品ニーズの変化への対応」が9社(45.0％)、未だに個人消費が低迷していることからの「国内需要の回復」
を挙げる企業が7社(35.0％)あった。
　生産設備を更新するまで回復していない財務内容、低金利ではあるが借入金に対する慎重な姿勢から「生産設
備の老朽化」を問題に挙げる企業が調査対象企業20社中８社(40.0％)あった。また、原材料の高止まり、各種経費
が増加する中で、元請先からの製品価格の据置き要求が強くあることから、「製品（加工）単価の低下、上昇難」
を挙げる企業が６社(30.0％)あった。
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　金型についての受注は、堅調に推移している。このため、成形品の受注増加に期待できるところである。しか
しながら、売り型の受注も多数あることから、成形品の受注数量の増加について調査対象企業では不安感があり、
見通し受注数量ＤＩを△15.0ポイントと予見している。
　なお、業況が前年同期(平成26年７－９期)と比べて「好転」すると回答した企業は4社(20.0％)、「不変」とする
企業は11社(55.0％)、「悪化」とした企業が５社(25.0%)である。

�������業況判断指数で「良い」、「ふつう」、「悪い」の比率を出し、「良い」と答えた割合から「悪い」と答えを引いた指数。
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10.0ポイント６社(30.0％)６社(30.0％)８社(40.0％)H27.４月－６月
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　役員や事業の目的の変更などの会社・法人の登記申請をするとき，みなさんは法務局に出向いて手続
を行っていませんか。
　また，会社の登記事項証明書や印鑑証明書を取得する際にも，法務局に出向いていませんか。
　登記申請や証明書の請求は，オンラインですることができ，この手続を利用することによって，多く
のメリットが受けられます。
　具体的には、
 １ ．待ち時間や移動時間の短縮が図られ，コストの削減になります。
 ２ ．法務局における登記手続の進行状況がパソコンで確認できます。
３ ．申請書の補正がスピーディーにできます。
４ ．業務時間外にも申請ができます（ただし，受付日は翌開庁日になります。）。
５ ．登記事項証明書，代表者事項証明書及び印鑑証明書をオンラインにより請求することで登記手数料
　　が安くなります。
６ ．移動時の事故のリスクが減ります（特に冬期間）。
などが挙げられます。
　本誌をご覧の会社・法人の代表者やご担当者でオンラインによる登記申請手続に関心のある方は，お
気軽に長野地方法務局法人登記部門にお問い合わせください（電子証明書が不要な方法もあります。）。
　また，登記のオンライン申請に関しては，法務省ホームページ「商業・法人登記のオンライン申請に
ついて」（http://www.moj.go.jp/MINJI/minji60.html）にも詳しく掲載されておりますので，ぜひ，一度ご
覧ください。
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第３６３号 平成２７年９月１０日（８）会　議　所　ニ　ュ　ー　ス
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第
３
回
は
、
民
間
企
業
で
必
須

と
な
る
３
つ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対

応
（
①
個
人
番
号
の
収
集
、
②
個

人
番
号
の
保
管
、
③
帳
票
へ
の
記

入
と
行
政
機
関
な
ど
へ
の
提
出
）

の
う
ち
、②
個
人
番
号
の
保
管（
安

全
管
理
措
置
）
に
つ
い
て
詳
し
く

解
説
す
る
。
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�
�
�
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特
定
個
人
情
報
（
個
人
番
号
が

含
ま
れ
た
個
人
情
報
）
は
、
個
人

番
号
を
記
載
し
た
書
面
を
行
政
機

関
に
提
出
す
る
場
合
な
ど
以
外
は

保
管
し
て
は
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、

書
面
を
提
出
す
る
事
務
を
行
う
必

要
が
な
く
な
っ
た
時
点
で
個
人
番

号
を
廃
棄
・
削
除
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
廃
棄
・
削

除
が
義
務
で
あ
る
点
が
、
個
人
番

号
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
例
え

ば
、
従
業
員
の
個
人
番
号
は
、
退

職
後
、「
扶
養
控
除
等
（
異
動
）
申

告
書
」
の
法
定
保
存
期
間
で
あ
る

７
年
が
経
過
し
た
時
点
で
、廃
棄
・

削
除
す
る
必
要
が
あ
る
。
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個
人
情
報
保
護
法
は
、
５
千
件

以
下
の
個
人
情
報
の
み
を
取
り
扱

う
企
業
に
は
適
用
が
な
か
っ
た
が
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
は
全
て
の
企
業

に
適
用
が
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ

ま
で
個
人
情
報
保
護
法
が
定
め
る

安
全
管
理
措
置
な
ど
を
講
じ
て
こ

な
か
っ
た
中
小
企
業
に
お
い
て
も

安
全
管
理
措
置
を
講
じ
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
大
き
な
影
響
が
あ
る
。

　

た
だ
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
定
め
る
安
全
管

理
措
置
に
は
、「
中
小
規
模
事
業
者
」

（
従
業
員
数
が
１
０
０
人
以
下
の

企
業
で
あ
っ
て
、
委
託
を
受
け
て

い
る
企
業
や
金
融
分
野
の
企
業
な

ど
を
除
い
た
も
の
）
に
対
す
る
軽

減
措
置
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
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ま
ず
、
安
全
管
理
措
置
の
前
提

と
し
て
、
①
個
人
番
号
を
取
り
扱

う
事
務
の
範
囲
、
②
特
定
個
人
情

報
な
ど
の
範
囲
、
③
特
定
個
人
情

報
な
ど
を
取
り
扱
う
事
務
に
従
事

す
る
従
業
者
（
事
務
取
扱
担
当
者
）

を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
例
え
ば
、
①
は
源
泉
徴
収
票

を
取
り
扱
う
事
務
、②
は
従
業
員
・

扶
養
親
族
な
ど
の
氏
名
・
個
人
番

号
、
③
は
税
務
関
係
の
帳
票
を
取

り
扱
う
経
理
担
当
者
、
と
明
確
に

す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
上
で
、
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�
基
本
方
針
を
策
定
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。

　

一
般
の
企
業
に
お
い
て
は
取
扱

規
程
な
ど
の
策
定
が
義
務
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
中
小
規

模
事
業
者
で
は
、
そ
の
策
定
は
義

務
で
は
な
い
が
、
①
特
定
個
人
情

報
な
ど
の
取
り
扱
い
な
ど
を
明
確

化
す
る
、
②
事
務
取
扱
担
当
者
が

変
更
と
な
っ
た
場
合
、
確
実
な
引

き
継
ぎ
を
行
い
、
責
任
あ
る
立
場

の
者
が
確
認
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

組
織
的
安
全
管
理
措
置
と
し
て
、

一
般
の
企
業
に
お
い
て
は
、
シ
ス

テ
ム
ロ
グ
ま
た
は
利
用
実
績
の
記

録
や
、
特
定
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル

の
取
り
扱
い
状
況
を
確
認
す
る
た

め
の
手
段
の
整
備
な
ど
が
義
務
化

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
中

小
規
模
事
業
者
で
は
、
①
特
定
個

人
情
報
な
ど
の
取
り
扱
い
状
況
の

分
か
る
記
録
を
保
存
す
る
、
②
情

報
漏
え
い
な
ど
の
事
案
の
発
生
な

ど
に
備
え
、
従
業
者
か
ら
責
任
あ

る
立
場
の
者
に
対
す
る
報
告
連
絡

体
制
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
し

て
お
く
、
③
責
任
あ
る
立
場
の
者

が
、
特
定
個
人
情
報
な
ど
の
取
り

扱
い
状
況
に
つ
い
て
、
定
期
的
に

点
検
を
行
う
こ
と
な
ど
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
人
的
安
全
管
理
措
置
と

し
て
、
事
務
取
扱
担
当
者
の
監
督

お
よ
び
教
育
が
必
要
で
あ
る
。
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物
理
的
安
全
管
理
措
置
と
し
て

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
典
型
的
な
例
と
し
て

は
、
特
定
個
人
情
報
が
保
存
さ
れ

た
Ｐ
Ｃ
が
盗
難
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
管
理
を
厳
重
に
し
た
上
で
、
帳

票
を
取
り
扱
う
担
当
者
以
外
の
従

業
員
が
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ

う
オ
フ
ィ
ス
の
座
席
の
配
置
な
ど

を
工
夫
し
て
間
仕

切
り
を
設
置
し
た

り
、
オ
フ
ィ
ス
か

ら
帳
票
を
持
ち
出

す
際
に
は
封
筒
や

鞄
に
入
れ
る
こ
と

な
ど
が
求
め
ら
れ

る
。

　

さ
ら
に
技
術
的

安
全
管
理
措
置
と

し
て
、
情
報
が
漏

え
い
な
ど
し
な
い

よ
う
さ
ま
ざ
ま
な

技
術
的
な
措
置
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

中
小
規
模
事
業
者

に
お
い
て
は
、
特

定
個
人
情
報
を
取

り
扱
う
Ｐ
Ｃ
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

接
続
し
な
い
か
、

フ
ァ
イ
ヤ
ー
ウ
ォ

ー
ル
機
能
の
あ
る
ル
ー
タ
ー
を
使

用
す
る
な
ど
し
て
外
部
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
を
防
止
す
る
こ
と
が
、
最

低
限
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
牛
島
総
合
法
律
事
務
所

　
　
　
　

弁
護
士
・
影
島
広
泰
）
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基本方針の策定

取扱規定などの策定

組織的安全管理措置

人的安全管理措置

物理的安全管理措置

技術的安全管理措置



 （９）平成２７年９月１０日 第３６３号会　議　所　ニ　ュ　ー　ス

　

平
成　

年
１
月
以
降
、
税
と
社

28

会
保
険
関
係
の
書
類
に
順
次
個
人

番
号
を
記
載
し
て
行
政
機
関
な
ど

に
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
。
民
間

企
業
は
平
成　

年
中
に
何
を
し
て

27

お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　

平
成　

年　

月
の
番
号
通
知
以

27

10

降
、
個
人
番
号
を
収
集
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
。
従
っ
て
、
企
業

は
、
９
月
末
ま
で
に
個
人
番
号
を

受
け
入
れ
る
準
備
を
行
う
必
要
が

あ
る
。

　

例
え
ば
、
誰
か
ら
、
い
つ
、
ど

の
よ
う
に
個
人
番
号
を
収
集
す
る

の
か
、
ま
た
、
収
集
し
た
個
人
番

号
を
ど
の
よ
う
に
保
管
す
る
の
か

な
ど
を
決
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

多
く
の
企
業
に
と
っ
て
、
取
り

扱
う
量
が
多
い
個
人
番
号
は
、
従

業
員
お
よ
び
そ
の
扶
養
親
族
な
ど

の
個
人
番
号
と
な
る
。
こ
の
個
人

番
号
は
ど
の
よ
う
に
収
集
す
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

　

平
成　

年　

月
ご
ろ
か
ら
翌
年

27

11

１
月
に
か
け
て
の
年
末
調
整
時
に
、

「
平
成　

年
分
給
与
所
得
者
の
扶

28

養
控
除
等
（
異
動
）
申
告
書
」
を

従
業
員
が
会
社
に
提
出
す
る
こ
と

に
な
る
。
同
申
告
書
に
は
、
従
業

員
お
よ
び
扶
養
親
族
な
ど
の
個
人

番
号
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

こ
れ
を
も
っ
て
個
人
番
号
を
収
集

す
る
こ
と
が
簡
便
か
つ
確
実
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

「
扶
養
控
除
等
（
異
動
）
申
告

書
」
の
提
出
を
受
け
る
際
に
は
、

従
業
員
本
人
の
本
人
確
認
が
必
要

と
な
る
が
、
扶
養
親
族
な
ど
の
本

人
確
認
は
不
要
で
あ
る
。
こ
の
点

に
お
い
て
も
、
同
申
告
書
の
提
出

を
も
っ
て
個
人
番
号
の
収
集
を
す

る
こ
と
に
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。

　

従
っ
て
、「
扶
養
控
除
等
（
異
動
）

申
告
書
」
に
よ
っ
て
個
人
番
号
を

収
集
す
る
際
に
、
そ
の
個
人
番
号

を
社
会
保
険
の
届
出
事
務
な
ど
で

も
利
用
す
る
た
め
に
、
利
用
目
的

の
通
知
な
ど
を
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。

　

取
引
先
お
よ
び
株
主
か
ら
は
、

個
別
に
個
人
番
号
を
収
集
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

取
引
先
（
講
演
を
依
頼
す
る
専

門
家
や
不
動
産
の
オ
ー
ナ
ー
な
ど
）

に
つ
い
て
は
、
担
当
者
が
訪
問
し

て
対
面
で
提
供
を
受
け
る
か
、
郵

送
で
や
り
と
り
す
る
な
ど
し
て
、 個

人
番
号
を
収
集
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

株
主
に
つ
い
て
も
、
個
別
に
収

集
す
る
か
、
株
主
総
会
の
招
集
通

知
の
中
に
個
人
番
号
の
提
供
お
よ

び
本
人
確
認
書
類
の
同
封
を
依
頼

す
る
書
面
を
同
封
し
、
返
信
す
る

よ
う
求
め
る
な
ど
し
て
収
集
す
る

こ
と
に
な
る
。

　

特
定
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
を

第
三
者
に
委
託
す
る
こ
と
は
可
能

で
あ
る
。
企
業
は
、
こ
の
委
託
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
法
へ
の
対
応
を
大
幅
に
軽

減
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　

例
え
ば
、
個
人
番
号
の
保
管
に

関
し
て
は
厳
し
い
規
制
が
あ
る
が
、

こ
れ
を
回
避
す
る
有
力
な
手
段
と

し
て
、
会
計
事
務
所
や
社
会
保
険

労
務
士
事
務
所
な
ど
に
特
定
個
人

情
報
の
取
り
扱
い
を
全
面
的
に
委

託
し
た
り
、
ク
ラ
ウ
ド
・
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
、
会
社

と
し
て
特
定
個
人
情
報
を
保
管
し

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。

　

そ
う
す
れ
ば
、
自
ら
が
特
定
個

人
情
報
を
保
管
す
る
た
め
の
安
全

管
理
措
置
は
必
要
な
く
な
り
、
委

託
者
と
し
て
の
監
督
義
務
、
す
な

わ
ち
、
①
特
定
個
人
情
報
を
適
切

に
取
り
扱
い
、
そ
の
取
り
扱
い
状

況
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
業

者
・
サ
ー
ビ
ス
を
選
定
し
、
②
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
拠
し
た
契
約
を

締
結
す
る
な
ど
す
れ
ば
、
会
社
と

し
て
の
義
務
を
果
た
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
個
人
番
号
の
収
集
に

つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。

会
計
事
務
所
や
社
会
保
険
労
務
士

事
務
所
な
ど
に
個
人
番
号
の
収
集

を
委
託
し
た
り
、
本
人
確
認
書
類

（
通
知
カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
な

ど
）
の
画
像
フ
ァ
イ
ル
を
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
さ
せ
て
電
子
的
に
収
集
す

る
こ
と
が
で
き
る
ク
ラ
ウ
ド
・
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
れ
ば
、
個
人
番

号
収
集
の
際
の
本
人
確
認
の
事
務

負
担
を
大
幅
に
軽
減
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。

（
牛
島
総
合
法
律
事
務
所

　
　
　
　

弁
護
士
・
影
島
広
泰
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

����������������������������������������������������������������������										









��������������������









�����������������	
��
�



第３６３号 平成２７年９月１０日（１０）会　議　所　ニ　ュ　ー　ス
　

安
倍
政
権
は
、
日
本
経
済
が
デ

フ
レ
を
脱
却
す
る
た
め
に
は
民
間

需
要
を
喚
起
す
る
必
要
が
あ
る
と

の
認
識
に
立
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
三

本
の
矢
を
通
じ
て
需
要
喚
起
に
努

め
て
き
た
。
こ
こ
に
き
て
景
気
の

回
復
と
と
も
に
需
要
不
足
は
徐
々

に
解
消
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
デ
フ
レ

脱
却
に
向
け
た
進
展
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
政

府
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
第
二
ス
テ

ー
ジ
に
入
る
と
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
今
後
は
需
要
面
だ
け
で
な

く
供
給
面
が
成
長
の
制
約
に
な
ら

な
い
よ
う
、
需
給
両
面
に
目
配
り

し
て
経
済
運
営
を
行
っ
て
い
く
と

の
こ
と
で
あ
る
。
供
給
面
に
お
い

て
、
と
り
わ
け
制
約
要
因
と
な
り

か
ね
な
い
の
が
労
働
力
不
足
だ
。

景
気
の
回
復
と
と
も
に
雇
用
情
勢

が
改
善
。
賃
金
も
上
昇
に
転
じ
て

い
る
が
、
そ
の
一
方
で
人
手
不
足

が
広
範
な
業
種
で
生
じ
て
い
る
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
下
で
労
働

力
不
足
に
対
処
す
る
方
策
は
い
く

つ
か
あ
る
。
ま
ず
は
、
ロ
ボ
ッ
ト

の
導
入
な
ど
労
働
節
約
型
の
設
備

投
資
を
促
進
す
る
こ
と
だ
。
次
に
、

よ
り
多
く
の
労
働
者
を
労
働
市
場

に
呼
び
込
む
こ
と
で
あ
る
。
す
で

に
多
く
の
企
業
が
必
要
な
労
働
力

を
確
保
す
べ
く
、
賃
金
の
引
き
上

げ
や
労
働
条
件
の
改
善
に
着
手
し

て
い
る
。
そ
れ
で
も
不
足
す
る
労

働
力
を
賄
う
た
め
に
は
、
若
年
層
、

女
性
や
高
齢
者
の
労
働
参
加
率
を

引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の

た
め
、
フ
ル
タ
イ
ム
に
限
ら
ず
彼

ら
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
多
様
な
雇

用
形
態
が
模
索
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
つ
つ
あ
る
。

　

ま
た
、
生
産
性
を
引
き
上
げ
る

こ
と
も
労
働
力
不
足
に
対
処
す
る

た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
。
教
育
・

職
業
訓
練
な
ど
を
通
じ
て
労
働
の

質
を
上
げ
る
こ
と
や
、
Ｉ
Ｔ
な
ど

を
活
用
す
る
こ
と
で
効
率
を
上
げ

る
こ
と
も
課
題
だ
。
そ
し
て
、
最

後
の
処
方
箋
が
外
国
人
労
働
者
の

受
け
入
れ
拡
大
で
あ
る
。

　

急
激
な
少
子
高
齢
化
が
進
行
し

て
い
る
現
状
で
は
、
す
べ
て
の
処

方
箋
を
実
行
し
な
け
れ
ば
労
働
力

不
足
は
克
服
で
き
な
い
。
こ
の
う

ち
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
は
人
手
不

足
対
策
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
成

長
分
野
を
育
成
す
る
上
で
も
有
力

な
選
択
肢
で
あ
る
が
、
ロ
ボ
ッ
ト

で
人
手
を
代
替
す
る
こ
と
に
は
限

界
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
安
倍
政
権
は
少

子
化
対
策
、
家
計
の
所
得
増
と
い

っ
た
観
点
も
兼
ね
て
、
女
性
の
活

躍
促
進
を
強
く
打
ち
出
し
た
も
の

の
、
女
性
の
働
く
環
境
の
整
備
が

着
々
と
進
ん
で
い
る
と
は
い
い
難

い
の
が
実
情
だ
。
と
り
わ
け
、
女

性
の
就
労
を
促
進
す
る
う
え
で
配

偶
者
控
除
が
１
０
３
万
円
の
壁
と

し
て
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
。
最

近
は
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
時

給
が
上
が
っ
て
い
る
の
で
、
主
婦

は
年
収
が
１
０
３
万
円
を
超
え
な

い
よ
う
に
働
く
時
間
を
減
ら
し
て

い
る
と
い
う
。
こ
れ
で
は
企
業
の

意
図
に
反
し
て
、
労
働
需
給
は
ひ

っ
迫
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
政
府

は
一
刻
も
早
く
必
要
な
税
制
改
正

に
踏
み
切
る
べ
き
で
あ
る
。
経
済

界
も
企
業
の
家
族
手
当
な
ど
が
１

０
３
万
円
を
基
準
に
し
て
い
る
現

状
を
一
刻
も
早
く
見
直
す
べ
き
で

あ
る
。
さ
も
な
い
と
自
分
で
自
分

の
首
を
絞
め
る
こ
と
に
な
り
か
ね

な
い
。

　

対
策
の
う
ち
で
も
う
一
つ
な
か

な
か
議
論
が
進
ま
な
い
の
が
、
外

国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
拡
大
だ
。

す
で
に
高
度
人
材
に
つ
い
て
は
受

け
入
れ
の
拡
大
が
始
ま
っ
て
お
り
、

一
般
労
働
者
に
つ
い
て
も
、
経
済

界
の
要
請
に
応
え
る
形
で
、
技
能

実
習
制
度
を
通
じ
た
外
国
人
労
働

者
の
受
け
入
れ
が
増
加
し
て
い
る
。

し
か
し
、
技
能
実
習
制
度
は
も
と

も
と
国
際
協
力
の
枠
組
み
で
あ
り
、

こ
れ
を
利
用
し
た
外
国
人
労
働
者

の
受
け
入
れ
拡
大
に
は
限
界
が
あ

る
。
実
際
、
法
令
違
反
や
人
権
侵

害
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生

し
て
い
る
。
今
後
と
も
労
働
力
不
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足
の
深
刻
化
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
主
要
な
分
野
ご
と
に
労
働

力
不
足
の
実
態
を
見
極
め
、
外
国

人
労
働
者
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

そ
ろ
そ
ろ
正
面
か
ら
議
論
を
す
べ

き
時
期
に
き
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。 

（
９
月
１
日
執
筆
）
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外
国
人
労
働
力
は
必
要
か－
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今
回
は
、�
勢
正
宗�
で
お

な
じ
み
の
㈱
丸
世
酒
造
店
の

関
晋
司
さ
ん
を
ご
紹
介
し
た

い
と
思
い
、
寄
稿
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

◇　
　
　
　

◇

　

弊
社
は
、
明
治
３
年
創
業
で

創
業
か
ら
１
４
５
年
に
な

り
ま
す
。
明
治
維
新
直
後
、

ま
だ
日
本
が
政
権
交
代
に

よ
り
混
乱
の
真
っ
只
中
、
初

代
関
申
七
郎
が
「
世
の
中
が

丸
く
な
り
ま
す
よ
う
に
」
と

の
願
い
を
込
め
て
、
丸
世
酒

造
店
と
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
社
長
は
四
代
目
の

関
康
久
（
父
）
で
、
私
が
五

代
目
の
予
定
で
す
。
私
は
、

元
々
家
業
を
継
ぐ
予
定
は

な
く
、
大
学
で
畜
産
を
学
び
、

東
京
で
食
品
会
社
の
営
業

と
し
て
仕
事
を
し
て
お
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
仕
事
を

し
て
い
く
中
で
、「
自
分
で

造
っ
た
も
の
を
売
り
た
い
」
と

い
う
気
持
ち
が
強
く
な
っ
て

い
き
、
そ
の
中
で
、
家
業
の
酒

造
り
に
辿
り
着
き
ま
し
た
。

　

日
本
酒
業
界
は
、
現
在
大
変

厳
し
い
業
界
で
あ
り
、
そ
の
中

で
、
企
業
を
成
長
さ
せ
る
に
は
、

他
社
に
は
出
せ
な
い
自
社
の

強
み
を
よ
り
強
調
す
る
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

弊
社
は
、
創
業
当
社
よ
り
お

酒
を
造
る
際
に
、
も
ち
米
を
入

れ
た
、
濃
醇
甘
口
な
日
本
酒
を

製
造
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

地
元
で
は
な
か
な
か
市
場
が

広
が
っ
て
い
か
な
い
た
め
、
市

外
・
県
外
へ
の
販
路
を
拡
大
し

て
い
き
、
少
し
ず
つ
お
客
様
も

増
え
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
県
内
で
同
じ
年

代
の
蔵
元
と
一
緒
に　

醸
会

５９

と
い
う
会
を
造
り
、
会
社
間
の

垣
根
を
越
え
て
、
日
本
酒
を
若

い
世
代
の
方
々
に
も
呑
ん
で

も
ら
お
う
と
、
特
別
な
お
酒
を

造
っ
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

た
り
し
て
お
り
ま
す
。

　

中
野
市
内
の
飲
食
店

様
、
酒
販
店
様
、
蔵
元
と

一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
も
開

催
し
、中
野
市
の
人
た
ち

に
も
、食
と
酒
の
コ
ラ
ボ

を
楽
し
ん
で
も
ら
う
よ

う
な
活
動
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
中

野
市
に
多
く
の
方
が
来

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◇　
　
　
　

◇

　

終
わ
り
に
、関
さ
ん
の

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
と
ご
健
勝
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

（
依
頼
者　

原　
　

猛
）
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　新たに取引の申込みを受けたとき、遠隔地の企業と取引をするときや、取引
先の悪い噂を聞いたときなどにご利用下さい。
　全国の514商工会議所のネットワーク、日経テレコン21（東京商工リサーチ、
帝国データバンク、日経会社プロフィール等）を使い、取引先の信用調査をいたします。
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簿記・販売士・日商ＰＣ・
電子会計実務など
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第３６３号 平成２７年９月１０日（１２）会　議　所　ニ　ュ　ー　ス

����� 平成27年８月

日本政策金融公庫国民生活事業定例相談会月３
上信越ふるさと街道協議会平成２７年度通常総会

祇園祭馬乗り行事反省会

北信州能力開発センター運営委員会火４
広報委員会

信越９市町村広域観光連携会議事業部会

信金　信用会総会

第１区議員例会及び暑気払い

若手後継者等育成事業に係る担当者会議水５
平成27年度第１回中野市生涯学習推進会議小委員会

中野市政・経済を考える懇談会

27年度長野県商工会議所共済制度担当役席者連絡会議木６
なかの街並みウォーキング実行委員会

女性会「みんなで打ち水」 

七夕コンテスト審査会

無相大師奉賛特別講演会及び墨跡展打合せ会議金７
中野市新技術・新製品開発事業補助金制度に係る審査会

中野市総合計画審議会

高錦堂印刷-長野県百年企業（信州の老舗）表彰を祝う会土８
祇園反省会月10
各委員会委員長合同会議（市議会との懇談会について）

県信用保証協会来所火11
支部長会議、支部連合会研修旅行反省会

工業委員会月17
（公社）中野青年会議所2015年度８月通常総会火18
広報委員会暑気払い

県内商工会議所専務理事海外研修（～24日）水19
平成27年度第２回中野陣屋・県庁記念館特別展開催事業実行委員会

ポータルサイト事業発起人会木20
祇園祭（黒姫物語反省会）火25
小規模事業者経営改善資金審査会水26
商業委員会

部落解放・人権政策確立要求中高地区総決起大会

8月正副会頭会議木27
8月議員例会・暑気払い

経営指導員専門研修会金28
平成27年度第２回中野市健康づくり推進協議会

出会い処ときめき亭土29
職業訓練法人中高職業訓練協会常任理事会月31
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平成２７年３月１日発行の「共通商品券」の　平成２７年３月１日発行の「共通商品券」の
使用期限及び換金期限が近づいて参りました。使用期限及び換金期限が近づいて参りました。
ご注意ください！！ご注意ください！！
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　豊田出張所は、原則、毎週 月 ・ 水 ・ 金の午前10
時から午後４時まで、職員が出張して開設します。
豊田出張所：

中野市豊田支所２階 TEL／FAX 38－3044
＊留守の場合もありますのでお電話で在室をご
　確認ください。

�������	

対象：ＰＬ保険プラン、業務災害補償プラン
　　　休業補償プラン、集団扱自動車保険
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来月は、���������午前10時～
　　　　　　　　　（原則・毎月第１月曜日）
場所　当所　第２会議室
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この期限を過ぎますと換金できま
せん。未換金の商品券をお持ちの
取扱店はお早めに換金手続きをお
願いします。

１．定期配達販売
 

 
２．窓口販売
※納品日以降に来所いただければお渡しできます。

  
３．お申し込み
　所定の申込用紙により事務局あてＦＡＸ等
でお申し込みください。ご不明な点がございま
したら下記までご連絡ください。　　
◇問い合わせ
　会員サービス課【TEL 22-2191　FAX 26-7007】
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１１月１０月区　　分
５日�５日�注文締切日
１０日�１３日�納　品　日

１０月９月区　　分
２０日�２４日�注文締切日
２６日�２５日�納　品　日

無　　料配　達　料
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　平成27年度法定台帳及び負担金納入同意書提
出のお願いについて別途送付させていただいて
います。
　法定台帳記載の内容をご確認の上、同封した
返信用封筒にてご返信をお願い申し上げます。


